
十日町盆煙の地理 学的斉額
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'･+ 田 町 盆地 )･･9新 港 東 の贋 野 乗魔 に 正し＼地味 1こ捲 直 した JJ㈲金 地 で′ 歯､線 と

廃線 をそ れ射 1オ ェ兼 ,./J7廃園 ふ,紙 を熱 詔丘境 に敵 われ′ 池康 一南西音 鳥目この

Z九､滴 線 型 を7Ld して し､て′考の長 さ 2_4-k.帆 に及 んで し＼る〃額癒地域 は この鹿

歴 の身 心 郁 ぐ 北 は仕日成 か ら 南 庄平 妹 まで 鹿 北/3k･帆 ′用 録 恥 に h f:る

地巌で ある. 唐渡 川 に沼 う この 盆 地 の 両 者に ば 数 顔 の 頗 丘 が簸 め て親藩 に魔

鹿 して いて′ ゼ 托 77の煤 五 箇 に は い す､れ も攻 丘魂席 が 存 良 し 高 度 の康丘 蘭

には それ を寄 って ロ ーム膚 が点 く分 布 するが, 車庫 J)面以下はロームを1Xき紫下触 )

原 産面ヒ即 席には沖鹿骨hrJI､規横に分布している,そこで 地形面を大きく1絹丘愚と罪対象,R丘陵 攻

か､愚嵐 の 2つに分類.し, 工 を 更 に 懐剣耳愚 で 肉 竹 も直 入 , 2れ 次 上のロ ーム

層 をれ うrnて し､五 日)高 放 伐丘一面.原 形 が 比虜 的 よく騒 客 され . 2,耽以下 の

二次 ロ ーム に 寮 わ1'して し､ゐ (.71 中 放 伐 丘 面. ロ ーム 層 を n̂ く (3)伯､故頭丘

面 (4Z)兜河床 の ダ.つIL'令壊 した. /J右 お産 と左 鼻 は著 しい 比 対 審 を充 寸 ため

分 けて か裁 した.

右 岸 に 17LL､て灯高波 乳 虹面 と, ロ ーム 者が 2膚 姥 療 してい る /?/a面と ロ -

ム層 が /層 しか 配 られ な い R/,i7.両 に布 けた4

慮 孝 にお い ては高塩 摺 五 箇 を腰 掛 カrか な り農 で 痢新 i産み . ロ ーム層 が 2

億 存在 ･す る La面 とロ ーム層 は 2億 晃 られ るが , La 面 よ り頗傾 斜 で 痢叶 も

運 ん で い･y.い L'必面 ′ ロ ームノ者 が /膚 しか見 ら れ fiい L/C 面 の3つ の 面 に
分 娩 L,たY. ヌ 中皮 絹丘 層日生主 に 明腺 な 顔 血嵐 の卑 嵐 に よ リ L2_Li′面 .LZ通商,

L,i L商 の 3っの 面 に御 舟 した. なお E 互換 及び､患 巌 は (/)丘 換斜 面 ′ (p)

感度 の 2･J',)に か す た｡

次 に, これ らの 波形 面 の終 審 を舟 霜 凍飽 ,楓 劇 ′ 膚 葛 現 河鹿 又 は そ の下

也の商 との 比儀 . 喝 帝 の 象 蜜 ′ 鹿 感 動 lJ)療頗 及 び､厚 さ番 の 面 か らや 率 くわ し

く親 爵 レ 叉 にそ の厳 格 と塵 にお 産 ヒ左 巌 の攻_h義 のタ汁比 を 就 あた h

議 通 庸 正面 にお し＼て 甘 ′ ロ -ム 層 が 2優 艶 わ れゐ ことか ら′ この地 嵐 に ロ

･一一ム腐 ノ狛 鮭感 づ 式日ズ所 に 艶に唐 濠 )､日日河床 と して常 永 され て し＼った と終われ

る右 索の ji)/｡七と宜 孝 /A L./a,ノL/ノG 蘭 の まつの 蘭に封北 した . この 々/々･蘭 と

L/C1,i,菰 面 皮蹄寓 , 鬼 河東 か ら の雄藩日 豊とん ど 箪 しく′ 成Jj:磯 膚 が ヱ牝

獲蔑 ･{-Jミ､､りめる 威厳 蝶且 で ある兼 で t -夜 しこいる ,, 和 一 ＼一一は り 簡通 硬底 面
のふ .27･Iの :JT/ま∴蘭と左 岸 の L/i,ニ蘭 を ロ--ム 轡が /腰 磨 威 してし＼る こと か J.'対

比ノした ,両 線五 蘭 ぼや 鳥 リ凍 高 .鼠 河 床 と,T)比 轟 が ほ とん ど審 しく, 領 女鹿



暦 の磨 さ′ 経絡 トこお い てレ来 盈 陛 生 璃 っ,. ヰ 蛍 私尭蘭 .':お い て 痩 / 壊儀 / 堤

河床 と,n比 南 本 牽 しい ことかut,お 孝 /A /72 魚 と鼻音 の L三C,変相 闘解 明 ,)7)載

立とみ な し う為, しか し. 対 比 され る と田富 え . .Fez商 に 化 し左審1,i')乙ヱC

西伯 その 卦覇 面番が 葎 めて か i′ 発産 が 不衆で ,h リ, 費 に ′ L2tt蘭 .乙ヱ5'鹿

に新化て､きる 商 が窟毅に 金 ( 乳 あれな し､孝 か ら. 沖波 留五 箇 では嘉 峯 と左岸

が 配列の 上で者 しい 錐対 審こな 殊 守 と十 う大 きな腋華 が 兇 レられる. 空,rJ)奴 封 に

つい ては. 河刊 の 車 ′じ､線 の額 勅 を轟 え 塾のが 短慮で′ これ を 生 ゼ しめノこ僚 圏

と しては一 両澄 からの凄 泉膿 魂 物 の解 番 も萎 えわ れらが , この腰親 の腐 食 ′

貴液 による 膿 承物が 勢 い こと叔 Ẑt､綬丘 歯 に鹿 渡 膿 承 物 の瀞 番 を牽けて い匂い

顔 倉が 繁 く 象られる ことか ら偵嚢 運動 が宴席 喝で ぁろ と思 わ れ私 ′つまり/

高度 顔丘 簡酵 玖威 ′東宮 (お 客 )へ 釣 って臥下 すJa凍 師 承劫 が あ り, 河出の
凍藤が港 レく右 孝 Iに額働 し. La･a 薗形 成厳 選 に西側 が相 対 的 に低 下 すja礁

な 頗蘭 が あ って 泉 銘 が､左 .翠 に 素 レ(瀞 勤 し/ぞ之 面が形 成 された もの と殿 方p

賓 に そ の後 擾超 運動 が香 わ れて, 贋 低舷 の韻血 蘭 か革 成 され 塔虞 判 は贋息

の蔵 に 下風を縛 って いる. 以 上 頃血 葡 包まとV)て′

簡 疫周 且面 /簡 (･ぞ川 , 乙/EL′L ,B面 )

2面 (々/読, i/C歳 l

車走 段丘薗 /義 (乙zE王葡 )

ヱ萄 (Lご#'商 う

3両 (ギヱ,LまC商 う

底･k段丘薗 (,q3.L3 面 )と した_

この北 風 の気 候は東 電丸 太 気 候で 執 るが, 内 経歴 の金地 で あ る寮 番で, 内

藤 丸 的 な#･長 を親 ら.気 温 の卑 森泉 は埠常 k:大で ある. 又 .蜂 風教 捜2600

棚′恥 を こえ Iと軒に.冬 に展 車 L,て し､る 野水 は蕃 磯 に わたる凝 賓 史もTtあ一れ

十 日町 金地 汝以上 の嫉 む威厳 な池 彩 と乗 車壌 贋 地 稀で あ るとし､う日英威嵐

の静 膚 と顔 〈貰 け′ 家 康 史営 む にば 婚 膚 に 不利 蜜淡 幾 にあ乳 地顔 を長 政 し

耕地 のか なり の償 ぼ藤 劇 画 に あ 上 倉勝 二地のヰ命､1亘上 底 細 針 細廟 で ある と

富 わ れ る. 普(JT),ため珂派も引 きに くく′ 麻姑 や 武 関0)占 め 為劇 各 壇 少な くな

って綜 リ, しか ～tその ダO jf'以 上 は輿 候 の静礎で -盈 確 聞 とな ′フて いるっ選

に /タ題 ij耕 地 薗感 度 Ov8品 _贋 で新 聞部 幣地 寮 と し･てぼ経 常 に琴錦 を親顔

で あ り ′ 孝 の練地 も束 審理 と いろ拭 飯 で. 土地 条嫁 は極 め て不 潔で ある. 又､

寒 冷審 夢 地 帯 と い う泉華 各棟 に日生助 の柁審 鹿瀬 七短 くし′ 膚 し い敬 繁廟 を彩

叔 す るが′ 十星 町金 地 で 埼 熱 牽.かき,3̂ 出 す 好擁 力 不足 と怒 ま って, 噂 に赦 し

-/ヂ-



い, 栗 に 東 盛 観 萄 (癖 に 革 卜 所 属 に も恵 まれ サー, 宥擁旦 慮 ,& も駄 く, 凝っ

て生 讃 水草 も低 し工 この顔象の禽 圏1ま濃 逆 の 増東 経藩 C)よ きを滴 的 こよ って

資に 癖地 に廉 い汲 まれ . こ こに 凍 寒 という親 象 が兜 わ れて来 た . それ に よ り

廉 象 が 東栄に 大 き く赦 卑 し, 凍 泰 としてば凝 めて小泉 顔 盆賓象 ヒ茶系 の斎藤

毅巌の 2_つにか解 し, し､わ ゆる東泉の常層 か麻 が轟 って凍 T=〃 この 弁廟は鹿

渡に な りて起 リは LTめ た Lのであるが′ その鍍虜 の温顔 は意鼠で､ある,
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